
 

【市民参加事業合同企画 タイトル：「育てよう！愛・地球博の種」主な内容】 
 

■感想文募集：テーマ「私が見つけた大切な種」 
－市民参加事業へ来場した方、スタッフやボランティアとして参加した方の声を募集－

愛・地球博の５つの市民参加事業を訪れ、またスタッフやボランティアとして活動し

て感じたこと、生活の中で変わったことなどを、感想文として募集する。 

募集期間：2006年４月29日（土・祝）～5月31日（水） 当日消印有効 

感想文の対象となる市民参加事業： 

「地球市民村」「市民プロジェクト」「ＥＸＰＯエコマネーセンター」「愛・地球博 

ボランティアセンター」「自然体感プログラム 森の自然学校 里の自然学校」 

応募方法：ハガキに上記の市民参加の事業いずれかを明記し、居住区域、氏名、年齢、200

字以内の感想文を記入し応募。一人一活動ハガキ一枚。ハガキがそのままイベント会

場に展示されることが前提。（注：居住区域は、個人情報保護のため○○市あるいは○

○郡のみの記入とする）                                    

応募先：〒105-0003 東京都港区西新橋3-15-3上地ビル2階 

              愛・地球博「私が見つけた大切な種」感想文事務局 係 

ＷＥＢ上に詳しい情報を記載www.seed.expo2005.or.jp/  

発  表：応募ハガキは6月24・25日（土・日）に開催するイベント「市民大交流フェスタ」

会場に展示。そのほか何点かを国際シンポジウム、イベントステージ、ラジオ番組、

インターネットなどで紹介。 

 

 ■国際シンポジウム：市民発、世界へ。「持続可能な社会作り」シンポジウム        

開催場所：名古屋市中区栄三丁目１８番１号 ﾅﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸ内ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ７階～１２階       

        名古屋市青少年文化センター（アートピア）                                     

日   時：2006 年 6 月 23 日（金） 18:30～21:00 開場 18:00（予定）                            

趣   旨：愛・地球博の市民参加事業を総括し、国際博覧会の視点および、世界的な動きである 

 市民が推進する持続可能な社会づくりの視点から、愛・地球博発の市民参加事業を検

証し、討議する。 

  出席予定者：オーレ・フィリプソン（元ＢＩＥ名誉議長）、阿部 治（立教大学教授、持続可能な開発の

ための教育の 10 年推進会議代表理事、元 愛・地球博地球市民村アドバイザー）、小

川 巧記（元 愛・地球博市民参加プロデューサー）、他海外ゲストを予定。 

  来場者募集：5 月 20 日開始予定。 

ＷＥＢと往復ハガキにて募集。 

募集人員は約 700 名。                                 

※ 別途、５月中旬頃、詳細及び募集案内を致します。 

 



 

■市民参加事業合同イベント：「市民大交流フェスタ」  
 開催場所：名古屋市中区 久屋大通公園内「エンゼル広場」「久屋広場」 

 日   時：2006 年 6 月 24 日（土）10:00～17:30、25 日（日）10:00～17:30           

参加する愛・地球博市民参加事業： 

「地球市民村」「市民プロジェクト」                                  

「ＥＸＰＯエコマネーセンター」                                    

「愛・地球博ボランティアセンター」                                      

「森の自然学校／里の自然学校」 

「愛・地球プラットフォーム」                                        

内   容：【展示ゾーン（エンゼル広場）】：                                   

上記６事業のブース出展。地球市民村・市民プロジェクトは愛・地球博参加団体の有志団

体による出展、発表予定。市民プロジェクトのブースには愛・地球博市民パビリオンにあ

った「地球の授業」のスペースも再現、新しい展開を企画中。                               

【共通ワークショップ（久屋広場）】：                                 

森の自然学校/里の自然学校では愛・地球博で展開した、自然体感プログラムを久屋大

通公園内でも展開。 

出展内容は愛・地球博出展によって培った展示・プログラムに加え、その後の新しい展開

や活動についても展示やトークなどで伝え、各団体の新しい結びつきや活動を紹介。 

市民プロジェクトで人気のあった、「さをり織り」や地球市民村のクラフト体験や紙芝居など、

様々な参加体験型ワークショップが形を新たに展開する予定。 

【ステージ（久屋広場ステージ・エンゼル広場ステージ）】：                   

市民大交流フェスタ開会式閉会式の他、会期中海上広場の野外劇場や地球市民村の大

地の広場ステージで人気のあった、様々なﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを実施、新しいコラボレーションも生

まれる予定。 

※ 参加団体、出展内容の詳細が決定しましたら別途ご案内いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【国際シンポジウム参加予定者プロフィール】 

 
 

■オーレ・フィリプソン 

元 2005 年日本国際博覧会国際諮問委員会委員長。                          

デンマーク生まれ。1978 年駐韓国大使、1985 年駐コロンビア大使、90 年セビリア万博デンマーク

政府代表、1993 年大田（テジュン）万博デンマーク政府代表。94 年駐ベルギー大使、1994～2000

年博覧会国際事務局（ＢＩＥ）議長、2000 年ハノーバー万博デンマーク政府代表兼運営委員会議

長、2000～03 年ＢＩＥ名誉議長。 

 

 

■阿部 治（あべ・おさむ） 
元 愛・地球博 地球市民村アドバイザー、立教大学教授、特定非営利活動法人 持続可能な社会の

ための教育の 10 年推進会議（ESD-J）代表理事 
1955 年、新潟生まれ。立教大学異文化コミュニケーション研究科教授（環境教育）。筑波大学大学院

環境科学研究科修了。国立特殊教育総合研究所、筑波大学、埼玉大学を経て 2002 年より現職。現在

は、（財）地球環境戦略研究機関環境教育プロジェクトリーダー、（社）日本環境教育フォーラム常務理

事、日本環境教育学会運営委員などを務めている。 
◇著作：「話して面白い環境学」（学研）他多数。 
 
 
■小川巧記（おがわ たくのり）                                              

元 愛・地球博市民参加プロューサー、コンセプトディレクター／クリエイティブディレクター       

1954 年東京生まれ TV 番組のタイトルや CG デザイン、ドキュメンタリー番組の構成・演出などを経て、87

年にビッグバン・ハウス㈱を設立。広告や博覧会を通して、市民・企業・行政を結ぶコミュニケーション・プ

ランニングを行う。高齢者におけるシニアの社会参加の企画に多く携わる。  

 


